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私たちの消費活動、経済活動と密接に関係している生物多様性の問題を一人ひとりが認識

し、「愛知目標」の最重要目標ともいえる「生物多様性の主流化」を推進することが極めて重

要です。大阪市では 2019年 12月策定の大阪市環境基本計画に基づき、SDGs達成に貢献

し、安全・快適な環境と活力ある経済・社会が好循環し、地球環境に貢献する環境先進都市を

めざすこととしています。また、2020年７月には、大阪府市で共同提案した内閣府の「SDGs

未来都市及び自治体 SDGsモデル事業」に選定され、SDGs達成に貢献する環境先進都市の実

現、その先の社会の実現に向け着実に取組みを進めています。 

 

 

 

出典：環境省 2020 年度次期生物多様性国家戦略研究会資料 

ポスト 2020 生物多様性枠組 0.2 ドラフト（仮訳） 

 

2020 年を目標年とする愛知目標に代わる新たな生物多様性目標の策定に向けた議論が進行し

ています。2020 年夏には、ポスト 2020 生物多様性枠組 0.2 ドラフト（仮訳）が公表され、保

護地域及び「その他の効果的な地域をベースとした保全手段（OECM：other effective area-

based conservation measures）※環境省仮訳」）に関する目標により、2050 年ビジョン「自

然と共生する世界」の実現をめざすとしています。なお、「ポスト 2020 生物多様性枠組（仮訳）」

は 2021 年の COP15 にて採択される予定です。 
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≪SDGsの「ウェディングケーキモデル」≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）目標達成に向けた行動 

私たちの日常の消費活動や経済活動における行動には、生物多様性保全の行動につながる多

くの機会があることから、私たち一人ひとりが取り組める行動を実践に移していくことが必要

です。行動ピラミッド図による「生物多様性保全に貢献する取組み例」とともに、国連生物多

様性の 10年日本委員会による「MY行動宣言」の行動内容（たべよう、ふれよう、つたえよう、

まもろう、えらぼう）を参考に、大阪での活動を積極的に推進していくことが必要です。 

 

≪生物多様性保全に貢献する取組み例≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：2016年の EATフォーラムにてヨハン・ロックストロム博士とパヴァン・ス

クデフ氏が共同で発表したイラストを元に CIジャパンが作成（大阪市一部修正） 
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2050年の大阪市の「めざすまちの姿」の実現に向け、一人ひとりが生物多様性の保全に貢献

する取組みを行う必要があります。生物多様性がもたらす恵みを「知る」から始まり、「発見す

る」「理解を深める」「行動する」を経て、「行動をつなげる」の５ステップで取組みを進めます。 

 

 

≪取組みを進める５ステップ≫ 
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６ 大阪市生物多様性戦略の取組みの対象区域 

対象区域は大阪市全域とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生物多様性及び生態系サービスに関する政府間科学-政策プラットフォーム（IPBES：Intergovernmental 

Science-Policy Platform on Biodiversity and Ecosystem Services）は、生物多様性と生態系サービ

スに関する動向を科学的に評価し、科学と政策のつながりを強化する政府間のプラットフォームです。

2019 年 5 月に公表された「地球規模評価報告書」は、世界の生物多様性と生態系サービスの状況及び愛

知目標等の国際目標の達成に向けた進捗状況を評価するとともに、改善に向けた今後のアプローチを提示

する、自然と人々のつながりの地球的な最新状況を最も包括的に示すものです。この報告書の中では、次

のような指摘があります。 

 

●生物の多様性と、生態系が人類にもたらす機能やサービスは、世界中で劣化しています。 

●自然変化を引き起こす要因は過去 50 年間に加速し、地球規模で自然の変化に大きな影響を与えていま

す。 

 

 

 

 

●このままでは、生物多様性保全と持続可能な利用に関する国際的な目標は達成できず、目標達成に向け

ては横断的な「社会変革（transformative change）」が必要です。 

●経済・社会・政治・科学技術における横断的な社会変革（transformative change）を引き起こすこと

ができれば、2030 年そしてそれ以降の目標を達成できる可能性があるのです。そして、社会変革を促

進する緊急かつ協調的な努力が行われることで、自然を保全、再生、持続的に利用すると同時に、国際

的な社会目標を達成することができます。 

 

 

 

 

出典：環境省中央環境審議会資料  

IPBES による報告書～「社会変革（transformative change）」～ 

 

≪直接的な要因≫ 

(1)陸と海の利用の変化 (2)生物の直接的採取 (3)気候変動 (4)汚染 (5)外来種の侵入 

≪間接的な要因≫ 

(1)生産・消費パターン (2)人口動態 (3)貿易 (4)技術革新 (5)地域から世界的な規模でのガバナンス 
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 国連生物多様性条約事務局は、2020 年 9 月に「地球規模生物多様性概況第５版（GBO５：Global 

Biodiversity Outlook５）」を公表しました。これは、これまでの GBO、各国から提出された国別報告書、

IPBES アセスメント等の既存の生物多様性に関する研究成果やデータを分析し、生物多様性戦略計画

2011-2020 及び愛知目標の達成状況について分析した報告書です。この報告書では、次のように述べ

られています。 

 

●ほとんどの愛知目標についてかなりの進捗が見られたものの、20 の個別目標で完全に達成できたもの

はない。 

●2050 年ビジョン「自然との共生」の達成には、「今まで通り（business as usual）」から脱却し、社

会変革が必要。次のそれぞれの分野における移行（transition）を広範な規模にわたり相互に進展させて

いくことが 2050 年ビジョンを達成するために必要な措置である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●生物多様性の損失を低減し回復させるための様々な分野での行動を連携した対応とあわせ、生物多様性

の低下を止め、増加に転じさせることで、2030 年以後に生物多様性のネット・ゲインを実現する可能

性を指摘。「生物多様性の損失をとめ、再生するためのポートフォリオ」として、次の図を掲載。 

 

地球規模生物多様性概況第５版（GBO５）の報告内容について 

 

≪生物多様性の損失をとめ、再生するためのポートフォリオ≫ 

出典：Global Biodiversity Outlook 5 

(1)土地と森林：生態系の保全・再生 

(2)持続可能な淡水：水質改善、侵略的種防除、連続性の確保 

(3)持続可能な漁業と海洋：海洋及び沿岸生態系の保護・再生、漁業再建、水産養殖業の管理 

(4)持続可能な農業：アグロエコロジー等の農業システムの再設計、生物多様性への悪影響を最小限にした

生産性向上 

(5)持続可能な食料システム：肉と魚の消費を抑えた植物主体の食生活、廃棄物の大幅削減 

(6)都市とインフラ：「グリーンインフラ」の展開、都市及びインフラの環境フットプリント低減 

(7)持続可能な気候変動：化石燃料の段階的かつ速やかな廃止、自然を活用した解決策 

(8)生物多様性を含んだ one health：生態系や野生生物の利用を管理し、健全な生態系と人の健康を促進 

消費の削減 

持続可能な生産 

他の圧力の低減 

気候変動関連 

の行動 

保全／再生 


